
小児医療の現状と課題
（１）小児救急医療
（２）小児在宅医療

令和元年度第２回地域医療構想調整会議 資料

滋賀県東近江保健所



各分野における圏域設定にかかる検討状況
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滋賀県保健医療計画における目標と現状について

良質かつ適切な小児医療を受けることができる。
•各二次および三次医療機関が担う医療機能が明確になり、機能分担と連携が強化されている。
•初期、二次および三次医療機能の担う役割に合致した患者が受診している。

目指す姿

取組の方向性
（１）小児救急医療に関する圏域の見直し
（２）小児救急医の効率的な活用
（３）二次救急医療機関と開業小児科医師との連携
（４）小児科を専門としない医師による初期小児救急医療の強化
（５）保護者への啓発

目標項目
現状値（県全
体）

目標値
（H35）

備考

小児救急搬送症例における受入不可となった件数の
割合

7.7
（Ｈ27）

7％未満

小児人口１０万人あたりの時間外外来受診人数
19,014人
（Ｈ28）

18,000人以
下

《数値目標》

（１）小児救急医療（滋賀県保健医療計画P130）
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東近江医療圏小児人口の推移

（人）
資料：県庁統計課
（各年１０月１日現在）

東近江医療圏小児人口の推移
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114.9 
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大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西 県

平成２4年 平成２６年 平成２８年
「医師・歯科医師・薬剤師調査」

（厚生労働省）

（人）

圏域 大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西 計

平成２４年 79 64 13 27 15 20 7 225

平成２６年 80 67 11 28 15 22 6 229

平成２８年 80 58 12 30 14 24 6 224

人口10万人あたり小児科医師数



圏域名 在宅当番医制 共同利用型 休日急患診療所

大津 － ○ －

湖南 － － ○

甲賀 － ○ －

東近江 ○（東近江医師会） － ○（２か所）

湖東 － － ○

湖北 － － ○

湖西 － － －

初期救急医療体制



圏域名 参加医療機関

大津 大津赤十字病院（共同利用型）

湖南

済生会守山市民病院、済生会滋賀県病院

近江草津徳洲会病院

甲賀 公立甲賀病院（共同利用型）

東近江

近江八幡市立総合医療センタ－

東近江総合医療センタ－

日野記念病院

湖東 彦根市立病院

湖北 長浜赤十字病院、市立長浜病院

湖西 高島市民病院

大津市医師会と協力病院（京都大学付属
病院）が共同で診療

甲賀湖南医師会、協力病院（紫香楽病
院、京大病院）、拠点病院（公立甲賀病
院）が共同で診療

二次救急医療体制（小児救急医療支援事業）



休日急病診療所などの
体制（小児科領域）

湖南広域休日急病診療所
日・祝・年末年始
内科・小児科

小児科：通常期1.5名、繁忙期2名
医師会23名、滋賀医大32名で担当

長浜米原休日急患診療所
日・祝・年末年始
内科・小児科
小児科：1名

医師会69名で内科、小児
科に振り分け（年2回程度）

彦根休日急病診療所
日・祝・年末年始
内科・小児科
小児科：1名

医師会19名で担当

東近江休日急患診療所
日・祝・年末年始
内科・小児科・外科
内科・小児科：1名
医師会16名で担当

近江八幡休日急患診療所
土・日・祝・年末年始
内科・小児科・外科
内科・小児科：1名
医師会38名で担当

公立甲賀病院（小児救急拠点
病院）

土・日・祝・年末年始
小児科1名

医師会3名（1名は紫香楽病院）、
京大4～5人、甲賀病院3人で担当

大津地域小児急病診療室
土・日・祝・年末年始

小児科
通常期1名、繁忙期2名

医師会32名、京大18名で担当

平成３０年７月現在
医療政策課から提供



小児救急電話相談事業

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

相談件数（件） 16,830 18,912 18,791 20,306 19,288 19,402 19,035

小児救急電話相談事業



消防機関

搬送件数

搬送なし

件数
成人含む搬送全

体割合(%)

平成28年 825 9.4 49

平成29年 818 8.6 69

平成30年 852 8.6 60

資料：東近江消防本部から

（愛荘町分除く）

小児（０～15歳）の救急車搬送状況
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年齢別救急車搬送状況（平成28年～30年累積）
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医療機関別小児の救急車搬送状況



救急車・入院

34%(1,052人)

救急車・外来

66%（2,041

人）

救急受診方法別 受診結果（入院・外来）
①

滋賀県

出典：平成３０年度小児救急医療支援事業補助
金
（補助対象＋補助対象外）

ウォ－クイ

ン・入院

7.9%(3,093

人)

ウォ－クイ

ン・外来

92.1%

（36,082

人）

計４２，２６８人
(H29年度 40,585人)



救急車・入院

40.1%(179人)

救急車・外来

59.9%（２６７

人）

近江八幡市立総合医療センター

資料：平成３０年度小児救急医療支援事業補助金
（補助対象＋補助対象外）

ウォ－クイン・

入院

18%(588人)

ウォ－クイン・

外来

82%（２,６８１

人）

計 ３，７１５人
(H29年度 3,280人)

救急受診方法別 受診結果（入院・外来）
②



救急車・入院

39.2%(20人)

救急車・外来

60.8%（３１

人）

東近江総合医療センター

資料：平成３０年度小児救急医療支援事業補助金
（補助対象＋補助対象外）

ウォ－クイ

ン・入院

7%(32人)

ウォ－クイ

ン・外来

93%（４２８

人）

計 ５１１人
（Ｈ２９年度 436人）

救急受診方法別 受診結果（入院・外来）
③



救急車・入院

16．7%(3人)

救急車・外来

83.3%（１５

人）

日野記念病院

ウォ－クイン・

入院

4.8%(19人)

ウォ－クイ

ン・外来

95.2%（３７

８人）

資料：平成３０年度小児救急医療支援事業補助金
（補助対象＋補助対象外）

計 ４１５人
(H29年度 498人)

救急受診方法別 受診結果（入院・外来）
④



（人）

受診人数

東近江敬愛病院 62

湖東記念病院 91

能登川病院 －

「-」は未集計

東近江医療圏 時間外外来受診者数
計 ４，７９４人（５病院のみ）

時間外外来受診者（救急搬送含む）平成30年度



良質かつ適切な小児医療を受けることができる。
•各二次および三次医療機関が担う医療機能が明確になり、機能分担と連携が強化されている。
•初期、二次および三次医療機能の担う役割に合致した患者が受診している。

目指す姿

取組の方向性
（１）小児救急医療に関する圏域の見直し
（２）小児救急医の効率的な活用
（３）二次救急医療機関と開業小児科医師との連携
（４）小児科を専門としない医師による初期小児救急医療の強化
（５）保護者への啓発

目標項目 現状値（県全体） 目標値（H35） 現状（Ｈ３０）

小児救急搬送症例における受入不可となった件数
の割合

7.7
（Ｈ27）

7％未満
２．５４％

（東近江医療圏域内）

小児人口１０万人あたりの時間外外来受診人数
19,014人
（Ｈ28）

18,000人以下
14,177人
（５病院）

《数値目標》

滋賀県保健医療計画における目標と現状



（２） 小児在宅支援を担う医療機関の拡充

・NICU等後方支援病床の整備

・レスパイト入院が可能な医療機関及び医療型短期可能事業所の確保

（３） 医療的ケア児の災害時支援体制の構築

・状況把握し、円滑かつ確実に支援できる体制の構築を図る。

・平時からの災害時の備えが出来るよう、災害時個別支援計画の作成支援。

(４) 医療的ケア児と家族の交流の支援

・日常の情報を共有し、精神的にサポートし合える交流会や学習会の場づくりを支援。

医療的ケア児およびその家族が、小児医療における急性期から回復期、在宅医療に至
るまでの適切な医療、サービスが切れ目なく受けることができる。

（１） 地域における小児在宅医療の連携体制の構築

・小児在宅医療を担う人材育成及び資質向上を図る(集合研修・実地研修等）

・病院・診療所・薬局・訪問看護等の連携体制づくりを促進

（退院時の在宅移行支援、緊急時のバックアップ体制の構築等）

・医療・福祉・教育等が連携を図り、地域包括ケアシステムの推進（各圏域調整会議等の設置）

〈取り組みの方向性〉

（２）小児在宅医療（滋賀県保健医療計画P137）

＜目指す姿＞



目標項目 現状値 目標値

NICU等後方支援病床
3/7圏域(H28)
参考：8床

各圏域に１カ所
以上整備
(H35)レスパイト入院受入可能病院

および
医療型短期入所可能事業所

3/7圏域(H28)

訪問診療可能な診療所 41診療所

各圏域に現在数
以上整備

小児受入れ可能な訪問看護 58施設

＜数値目標＞

（２）小児在宅医療（滋賀県保健医療計画P137）
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１．受給者証所持者数の推移
（各年度末現在)

出典：事業年報、指定難病・小児慢性特定疾病管理システム

２．年齢別受給者証
所持者割合(％)

平成30年度末時点
出典：指定難病・小児慢性特定疾病管理システム
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小児慢性特定疾病受給者の状況①



３．圏域の登録疾病別人数 (人)

悪性新生物, 34

慢性腎疾患, 13

慢性呼吸器疾患, 

8

慢性心疾患, 62

内分泌疾患, 66

膠原病, 7

糖尿病, 14

先天性代謝異常, 

7

血液疾患, 5

免疫疾患, 1

神経・筋疾患, 

43

慢性消化器疾患, 

22

染色体又は遺伝

子に変化を伴う

症候群, 13

皮膚疾患, 1

小児慢性特定疾病受給者の状況②

平成30年度末時点 出典：指定難病・小児慢性特定疾病管理システム



４．医療機関別患者数（主な医療機関）

80

42

35

14 13 11 9 9 8

東近江圏域

内

31%

県内の病院

(東近江圏域

以外)

44%

県外

16%

不明

9%

(人)

小児慢性特定疾病受給者の状況③

出典：H30年度新規・更新申請時おたずね票

出典：H30年度新規・更新申請時おたずね票

５．所在地別医療機関（主な医療機関）



6．小児慢性特定疾病受給者の必要な医療的ケアの状況
実人数 ８９人 （通院７９人 入院 １０人）

医療的ケアが必要な児の状況①

出典：H30年度新規・更新申請時おたずね票

計
内 訳

通院 入院

人工呼吸器 20

終日 10 6 4

夜間のみ 9 8 1

不明 1 1

酸素療法 22 19 3

たん吸引 26

頻回 11

21 5
数回 11

ほとんどいらない 2

不明 2

気管切開 9 8 1

経管栄養 27

胃ろう 7

23 4
経鼻 12

腸ろう 2

不明 6

自己注射 44
糖尿病 13 13

成長ホルモン 30 30

血糖測定 11 10 1



７．圏域の重症心身障害児・者および医療的ケアが必要な人の状況

実 ４８人 （通院 ４７人、入院 １人）

出典：東近江圏域２０１８年度 重症心身障害児・者および医療的ケアが必要な人の実態調査※

医療的ケアが必要な児の状況②

計 内 訳

人工呼吸器 20
終日 11

一時的 9

酸素療法 12

たん吸引 33
気管切開孔 12

鼻腔口腔 21

経管栄養 35

胃ろう 21

経鼻 11

腸ろう 3

中心静脈栄養 2

導尿 8

※管内市町、障害者相談支援事業所に対して調
査
※把握している「重症心身障害を有する人」
「医療的ケアを必要とする人」について回答
※回答のあったもののうち、20歳までの者を集
計



小児慢性特定疾病受給証所持者の心配なことや困っていること
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相談先がない

●専門的な医療機関がない

●専門医療機関とかかりつけ医との連携が難しい

●治療や医療機関に関する情報が少ない

病気のことを知りたいが、学ぶ機会がない

保育所や幼稚園、学校関係者等の理解が得にくい、説明が難しい

同じ立場(同じような病気）の人と交流したり相談したいが機会が…

周囲（地域等）の理解が得にくい

●身近なかかりつけ医が確保できない

★きょうだいの育児、精神的ケアの時間がとれない

★患児の日常生活・療養が大変

仕事につけない（やめざるを得なかった）

★親の精神的負担が大きい

★親の用事や休息等のため子どもを預かってほしいと思うときがある

親の経済的負担が大きい

★親の身体的負担が大きい

災害時の非難や避難先での生活に不安がある

★ レスパイト・ショートステイ関連の
ニーズ
●医療機関、医療関連のニーズ



社会資源等の状況①

１．訪問看護ステーションにおける小児（18歳未満）の訪問看護の受入状況

出典:訪問看護ステーション実態調査(滋賀県) 平成29年10月

２．医療型短期入所が可能な事業所

出典：滋賀県保健医療計画

３．レスパイト入院実施可能と回答があった病院

出典：滋賀県保健医療計画

圏域名 大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西

施設数 26 22 10 12 9 16 5

受入可能 19 10 6 7 8 10 4

大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西

0 3 1 0 0 1 0

大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西

0 5 0 1 0 2 0



社会資源等の状況②

５．医療的ケア児者コーディネーター研修修了者(令和元年度）

大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西

7 8 3 3 4 3 3

４．（小児在宅）診療可能な医療機関

大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西

診療所数 291 270 93 113 114 98 31

小児在宅医療
外来診療可 7 9 7 3 2 8 3

訪問診療可 11 9 3 4 5 8 2

１診療所あたりの
小児人口

外来診療可 9685.4 8211.7 4070.1 11271.7 15848 3771.8 2710

訪問診療可 6163.5 8211.7 9497 8453.8 6339.2 3771.8 4065
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大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西

診療所1箇所あたりの小児人口

外来診療

訪問診療

出典：H29医療機能調査



目標項目
現状値
滋賀県

目標値
現状値

東近江圏域

NICU等後方支援病床
3/7圏域(H28)
参考：8床

各圏域に１カ所
以上整備
(H35)

0床
(近江八幡市立総合医療セ
ンター GCU６床設置予

定)

レスパイト入院受入可能病院
および

医療型短期入所可能事業所
3/7圏域(H28) 0カ所

訪問診療可能な診療所 41診療所

各圏域に現在数
以上整備

4カ所

7か所小児受入れ可能な訪問看護 58施設

保健医療計画の数値目標と現状


